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2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社グループは、最近の業績動向を踏まえ、2026 年５月８日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中

間期）連結業績予想値と本日公表しました「2027年３月期第２四半期（中間期）決算短信[日本基準]（連結）」の

第２四半期（中間期）連結業績実績値について、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2027年３月期第２四半期(中間期)連結業績予想値と実績値との差異（2026年４月１日～2026年９月30日） 

 

 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

中 間 純 利 益 

１株当たり 

中 間 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

4,980 

百万円 

△400 

百万円 

△395 

百万円 

△420 

円 銭 

△62.59 

実  績  値 （  Ｂ  ） 4,999 △202 △199 △285 △42.59 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 19 197 195 134  

増  減  率 （  ％  ） 0.4 ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期(中間期)実績 

（2026 年３月期第２四半期(中間期)） 
4,887 △241 △240 △396 △59.02 

 

２．差異が生じた理由 

当社グループでは、2023年から開催した「全国公開実力テスト」等を通して将来の安定的な収益を確保すべ

く小学生低学年の“囲い込み”に注力しております。2027年３月期におきましても、同様の活動を継続した結

果、生徒数及び売上高は概ね計画通りに推移しております。 

営業費用におきましては、校舎の照明のＬＥＤ化の進展により水道光熱費が削減されたこと、上期に予定して

いた校舎設備の保守・修繕費用等が、発注方法の見直しを要因として下期（一部翌期）にずれ込んだことにより

予想と比較して減少しております。 

特別損失におきましては、10月27日に公表した『特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ』に記載の

とおり、校舎の適正配置を図るため、神奈川県の１校舎を閉鎖する意思決定を行ったことにより45百万円の特

別損失を計上するところであります。 

この結果、売上高は19百万円の増加、営業損失は197百万円、経常損失は195百万円の改善、親会社株主に

帰属する中間純損失は134百万円の改善となりました。 

 

 

以上      


